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支
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関
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医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社
会
的
支
援
を
用
い
て
、
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア
で
あ
る

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
は
、
が
ん
医
療
の
進
歩
に
よ
り
治
療
を
継
続
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
が
ん
患
者
が
増
加
、
治
療
と
学

業
や
仕
事
と
の
両
立
を
可
能
と
し
、
治
療
後
も
同
様
の
生
活
を
維
持
す
る
上
で
、
治
療
に
伴
う
外
見
変
化
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
令
和
五
年
度
か
ら
令
和
七
年
度
に
実
施
し
た
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支

援
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
、
望
ま
し
い
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
体
制
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。 

 

一
方
で
、
こ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
必
要
性
は
が
ん
患
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
外
見
に
対
す
る
苦
痛
と

社
会
生
活
へ
の
影
響
の
軽
減
を
求
め
る
声
は
多
く
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
に
必
ず
し
も
支
援
が
行

き
届
い
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
考
え
方
を
よ
り
広
め
、
が
ん
患
者
の
み
な
ら
ず
、
障
が
い
等
を
お
持
ち
の
方
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
改
善
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
以
下
、
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。 

一 

が
ん
患
者
以
外
へ
の
、
医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社
会
的
支
援
を
用
い
て
、
外
見
に
起
因
す
る
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア

（
以
下
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」
）
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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二 

先
天
性
や
病
気
、
事
故
等
で
片
目
の
視
力
を
喪
失
さ
れ
た
方
（
以
下
「
片
眼
失
明
者
」
）
が
義
眼
を
購
入
す
る
際
に
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
者
に
な
ら
な
い
場
合
、
障
害
者
等
の
補
装
具
費
支
給
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
厚

生
労
働
省
の
補
装
具
種
目
一
覧
に
よ
れ
ば
、
義
眼
の
耐
用
年
数
は
二
年
で
あ
り
、
購
入
費
が
全
額
自
己
負
担
で
は
大
き
な
経

済
的
負
担
と
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
、
示
さ
れ
た
い
。 

三 

二
で
「
片
眼
失
明
者
」
が
子
ど
も
の
場
合
、
成
長
に
応
じ
て
二
、
三
か
月
ご
と
に
義
眼
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
済

的
な
負
担
は
更
に
大
き
く
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
、
示
さ
れ
た
い
。 

四 

「
片
眼
失
明
者
」
の
義
眼
購
入
が
補
装
具
費
支
給
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
、
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」
の
一
環
と

し
て
助
成
制
度
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

四
に
つ
い
て
、
既
に
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
認
識
を
し
て
い
る
か
、
示
さ
れ
た
い
。 

六 

五
で
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
に
、
国
と
し
て
そ
の
費
用
を
補
助
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。 

七 

今
年
度
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
急
増
し
、
令
和
七
年
十
一
月
末
現
在
、
秋
田
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
な
ど
を
中
心
に

全
国
で
二
百
三
十
人
の
被
害
人
数
が
報
告
さ
れ
、
過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
る
。
政
府
は
、
令
和
七
年
十
一
月
に
「
ク
マ
被
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害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策
定
し
、
出
没
時
の
緊
急
対
応
や
人
の
生
活
圏
へ
の
出
没
防
止
策
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
が
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
で
特
に
顔
面
を
損
傷
さ
れ
た
方
は
、

外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
大
き
な
苦
痛
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」
の
一
環
と

し
て
ク
マ
被
害
に
よ
る
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
苦
痛
を
軽
減
す
る
支
援
が
必
要
だ
。
例
え
ば
、
義
眼
や
エ
ピ
テ
ー
ゼ
を
利

用
さ
れ
た
場
合
の
助
成
制
度
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


